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世界分散投資戦略ファンド 
愛称：グローバル・ビュー 

運用報告書(全体版) 
 

第10期（決算日2021年１月21日） 
 

作成対象期間（2020年７月22日～2021年１月21日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合／特殊型（絶対収益追求型） 
信 託 期 間 2016年５月13日から2026年１月21日までです。 

運 用 方 針 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、内外
の短期有価証券および上場投資信託証券等の現物有価証券を実質的な主要投資対象とし、世界各国の株価指数先物取引、債券先物取引
等の有価証券先物取引等および為替予約取引等を実質的な主要取引対象とします。信託財産の成長を目標に積極的な運用を行うことを
基本とします。 

主な投資対象 
世界分散投資戦略ファンド 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、内外の短期有価証券および上場投資信託証券等
の現物有価証券に直接投資する場合があります。 

マザーファンド 
内外の短期有価証券および上場投資信託証券等の現物有価証券を主要投資対象とし、世界各国の株価指数
先物取引、債券先物取引等の有価証券先物取引等および為替予約取引等を主要取引対象とします。 

主な投資制限 
世界分散投資戦略ファンド 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 
外貨建て資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 
外貨建て資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、利子・配当等収益等の水準
および基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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世界分散投資戦略ファンド

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

６期(2019年１月21日) 10,461 10 △2.0 － 26.4 54.3 4.5 13.8 4,702 

７期(2019年７月22日) 11,367 10 8.8 － 27.4 47.2 3.1 15.3 4,133 

８期(2020年１月21日) 11,967 10 5.4 － 37.1 38.4 2.2 14.5 3,325 

９期(2020年７月21日) 12,143 10 1.6 － 35.6 43.7 △10.2 13.8 3,511 

10期(2021年１月21日) 12,959 10 6.8 － 34.2 48.1 △ 7.3 10.6 3,914 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは、絶対収益を目標としているため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2020年７月21日 12,143 － － 35.6 43.7 △10.2 13.8 

７月末 12,149 0.0 － 36.7 44.6 △ 2.6 13.2 

８月末 12,454 2.6 － 35.5 47.5 △ 3.6 11.2 

９月末 12,255 0.9 － 33.9 43.4 △ 0.7 10.0 

10月末 12,105 △0.3 － 33.7 46.5 3.7 10.3 

11月末 12,722 4.8 － 34.1 46.3 △ 5.7 10.4 

12月末 12,844 5.8 － 35.8 46.7 △ 4.5 10.5 

(期  末)        

2021年１月21日 12,969 6.8 － 34.2 48.1 △ 7.3 10.6 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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世界分散投資戦略ファンド

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2020年７月21日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当期の基準価額（分配金込み）の騰落率は＋6.8％となりました。基準価額変動の主な要因を

以下に記します。 
 

（株 式 運 用／＋）40％前後の投資比率を維持したことが基準価額の押し上げの大部分に
寄与しました。株式市場が下落した2020年９月、10月にかけてこそ戦
略はマイナスに影響したものの、当期間では株式市場の大幅上昇を享
受して、当期間を通じた投資効果はプラスとなりました。 

 地域配分においては特に上昇率が高かった北米地域を中心とした配分
にしたことに加えて、先進国よりも上昇した新興国地域の株式も組み
入れたことで地域配分効果はプラスに寄与しました。一方、この期間
特に上昇が顕著だったナスダック指数を売り持ちとしたことや、市場
の急落に配慮して保有していたVIX指数（ボラティリティ（価格変動性）
インデックス）が低下したこと等による地域内での指数選択効果がマ
イナスに影響しました。 

 株式戦略は、全体で基準価額を7.4％程度押し上げました。   
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（債 券 運 用／＋）期中平均のデュレーション（注）を3.0年とした投資効果と、利回りの上
昇（価格の下落）幅が大きかった米国のデュレーションを他地域に比
べて長期化した地域配分戦略がマイナスに影響しました。一方、先進
国の普通国債だけではなく、物価連動国債や社債、新興国国債へ投資
した効果や、長期・超長期債を避けて短中期債に重心を置いた年限構
成戦略などの効果がプラスに寄与した結果、債券運用全体では0.6％程
度基準価額を押し上げました。 

 
（注）デュレーションとは金利がある一定の割合で変動した場合、債券の価格がどの程度変化するかを示

す指標です。この値が大きいほど金利変動に対する債券価格の変動率が大きくなります。 

 
（通 貨 運 用／－）通貨戦略に掛かるヘッジコスト（短期金利差から生じるコスト）がマ

イナスに影響して、通貨運用は0.1％程度基準価額を押し下げました。 
 

（オルタナティブ／＋）期中平均で1.5％保有していたリートの価格上昇が0.2％程度基準価額
を押し上げました。 

 
その他、信託報酬や売買手数料等は、基準価額を1.1％程度押し下げました。 

 

○投資環境 

当期間、世界の代表的な株価指数は上昇しました。債券市場では、米国、英国、日本等の主
要国長期国債利回りは小幅に上昇しました。ドイツの国債利回りは小幅に低下（価格は上昇）
したものの、南欧国の国債利回り低下がそれ以上に大きかったため、南欧諸国とドイツの利回
り格差が縮小しました。 
７月にEU（欧州連合）首脳会議で復興基金設立の合意に達したこと等を背景に南欧国を中

心に国債利回りの低下が進みました。また、米国においては８月にFOMC（米連邦公開市場委
員会）でゼロ金利政策を含む金融緩和の継続方針が示されたこと等を背景に短期年限の国債利
回りが低位で安定する一方、経済指標の改善とともに長期年限の利回りが上昇したことにより
長短金利差が拡大しました。一方、株価は欧米での新型コロナウイルスの感染再拡大を受けて
大きく下落する場面が見られました。 

11月以降は、米大統領選を通過して米政権の移行作業が始まったことや、新型コロナウイル
スのワクチン開発の進展等を背景に株式市場は上昇しました。また、12月末にトランプ米大統
領が追加経済対策法案に署名したことを受け、米国の主要株価指数が揃って最高値を更新する
場面もありました。その後バイデン次期大統領の当選が確定したことに続き、民主党が議会の
上下両院も制したことで、市場で経済対策を打ち出すとの期待が高まりました。 
為替市場においては、世界的な株価上昇と歩調を合わせるかのように、米ドルが多くの通貨

に対して下落しました。また、商品市場では米先物市場で原油価格が上昇しました。その一方
で、金価格は期首から８月初旬にかけて大きく上昇した後、期末にかけては上昇幅を縮小した
結果、小幅な上昇となりました。 
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世界分散投資戦略ファンド

○当ファンドのポートフォリオ 

［世界分散投資戦略ファンド］ 

主要投資対象である［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］受益証券

を、当期を通じて高位に組み入れました。 

 

［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］ 

・期中の主な動き 

【株式】 

株式は当期間を通じて40％前後の投資比率を維持しました。2020年前半の新型コロナウイル

ス禍によって一気に縮小した世界経済が、各国の強力な金融緩和や財政出動によって回復し、

それを下支えに株式が上昇すると考えたため、株式には前向きな投資姿勢を維持しました。一

方、当ファンドでは過去、株式に強気な判断をした場合には、投資比率を50％程度まで引き上

げたこともありましたが、当期間では、直近の株式市場が大幅下落した2020年２、３月時のよ

うな高いボラティリティに配慮したため、40％程度の投資比率としました。 

地域配分においては、北米への投資比率を高位に維持しました。ロックダウン（都市封鎖）

措置によって外出が制限される状況下においても低金利環境を追い風に好調となりやすいと

考えるテクノロジーセクターの比率が高いことに着目しました。また、いち早く経済指標が改

善し始めた中国と関連の強いアジア地域や新興国への投資を継続しました。ただし、テクノロ

ジーセクターの好調さに着目した戦略に関しては８月には解消、９月以降は逆に警戒方向へ判

断を変更しました。今後景気改善が想定通り進んでいく過程においてはこれまで市場のけん引

役であったセクターから、３月の安値以降回復が出遅れているセクターへと主役が移っていく

ことを想定したためです。 

 

【債券】 

債券は当期間を通じて３年程度と比較的に短期的なデュレーションを維持しました。主要国

を中心に国債利回りは長期年限ですら０％近傍もしくはマイナスと、更なる低下余地が少ない

ことに加えて、債券投資を控えることによって失う利回り収益も大きくないと考えました。ま

た、市場の期待は中央銀行に対する金融緩和期待から政府に対する財政政策へと移っていくと

の想定も債券投資を抑制することを躊躇しない背景でした。実際、米国10年国債利回りは、８

月に一時0.5％まで低下したのち、期末時点では１％超と、ボトムからはすでに上昇しています。 

満期年限構成に関しては、当期間を通じて短中期債に重心をおきながら、景気回復に応じて

上昇しやすいと考える長・超長期債への投資を抑制しています。 

 

【通貨配分】 

当ファンドは、為替レート変動の影響を抑制するために為替ヘッジ（為替の売り予約）後の

円貨比率を100％程度にすることを基本としています。期初、日本円を102％（外貨をマイナス
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２％）程度としていたところから、８月には日本円を98％（外貨をプラス２％）程度にしてそ

の後日本円を100％弱（外貨を若干のプラス）に維持しました。 

外貨中の通貨選択に関しては、これまで金利差から売られやすかった欧州通貨に関して、他

国の利下げによって金利差が縮小したことから期首時点ではマイナス２％程度だったものを、

期末時点ではプラス３％程度まで拡大しています。 

 

【オルタナティブ】 

リートを期中平均２％程度、金を期中平均１％程度保有しました。 

 

以下は、野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンドの組入比率です。 

 

・株式組入比率（％） 
 

  

 

・債券組入比率（％） 
 

  

 

・その他資産組入比率（％） ・債券デュレーション（年） 
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・通貨配分（％） 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは、絶対収益を目標としているため、ベンチマーク等はありません。 

グラフは、期中の当ファンドの月次基準価額騰落率です。 
 

 
 

 

◎分配金 

分配金につきましては基準価額水準等を勘案して、次表の通りとさせていただきました。 

なお留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第10期 

2020年７月22日～ 
2021年１月21日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.077％ 

 当期の収益 10  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,958  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

  



品 名：90001_140672_010_02_世界分散投資戦略ファンド_851231.docx 

日 時：2021/2/24 10:42:00 

ページ：8 

 

－ 8 － 

世界分散投資戦略ファンド

◎今後の運用方針 

［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］ 

●投資環境見通し 

2020年２月中旬以降、新型コロナウイルスの感染防止策に伴うロックダウンによって世界経

済は急激に悪化した後、ロックダウンの解除と歩調を合わせつつ、各国の財政・金融政策によ

る支援も追い風に世界経済は回復の途についています。米国を例に挙げると、実質GDP成長率

（前期比）は2020年４-６月期こそ－31.4％（年率）だったものの、７-９月期にはすでに＋33.4％

（同）の、急速な回復に転じました。今や市場参加者の間では一般的な見方となったように、

世界経済を急激に悪化させた新型コロナウイルス危機は、結果的に世界経済を新たな拡大サイ

クルに乗せる役割を果たしたと考えられ、この見地に立てば株式市場の上昇基調は今後数年程

度維持されると考えられます。 

新型コロナウイルス関連の出来事は私たちにとって未曽有であるものの、金融政策や財政政

策総動員で景気の下支えを図る政策や、これを受けた経済指標の改善は、1929年に発生した大

恐慌や2008年に発生した金融恐慌をはじめとする景気後退時やその直後と類似しているほか、

2020年の株価推移がこれら二つの「危機」と結びつく1933年や2009年に酷似していたもの、世

界景気がすでに拡大サイクルの序盤を進んでいると判断する背景です。 

ただし、「コロナショック」後の株価指数上昇を主導した米国の一部大型企業の市場寡占が

甚だしくなっていることも指摘できるため、今後の株価上昇をこれまでの延長と捉えているわ

けではありません。具体的にはこれらに代わってエネルギー、金融セクター等の伝統的景気敏

感セクターの回復が目を引く形になることを想定しています。 

 

一方、特に債券市場が注目する各国中央銀行は、金融政策について、景気の回復が明確にな

るまでは積極的な緩和を継続する姿勢を表明しています。しかし、日本や欧州を始めマイナス

金利政策を実施している国に限らず政策金利が０％近傍まで近づいた米国等にも、政策金利を

低下させるインセンティブは乏しいと考えられます。むしろ、米国の金融当局者からは、景気

の回復次第では2021年内に量的金融緩和の規模縮小の議論を始める可能性があるという発言

が散見され始めたように、金融当局の行動は景気や金融市場などの外部環境の変化に依拠する

ものと考えるべきでしょう。従って前述の景気見通しや株式市場の展望を所与とする限り、金

融当局の態度変化が市場の想定よりも早まる可能性には配慮が必要であると判断しています。 

債券市場でも上述した中央銀行の姿勢を嗅ぎ取ってすでに米国など長期金利が最低値から

上昇している国もあります。景気や株式市場の順調な回復が伴っているため、この程度であれ

ば金利上昇を中央銀行がけん制する可能性は低く、今後は長期金利上昇が中期年限の上昇圧力

を生むことになると想定しています。この動きは、景気やインフレ率の回復ピッチ次第では

2021年に加速することも十分考えられます。 
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●株式 

前述したように、株価は上昇基調を保つとみられ、比較的高い投資比率を保つよう心がけます。 

上昇基調が一時的にせよ崩れるケースとして想定するのは二つ。一つは順調な景気回復やイ

ンフレ率持ち直しが主要国の金利上昇を誘発するケースです。記憶に新しいところでは2013年

半ばに当時のFRB（米連邦準備制度理事会）議長バーナンキ氏が量的金融緩和終了を示唆した

ことに端を発する金利急上昇が株価下落を誘発したことがありました。こうした事態を招かぬ

よう金融当局も配慮するとみられるものの、運用上留意するのは株式、債券両方へ積極投資を

することのないよう調整することです。 

もう一つは2000年のドットコムバブル崩壊時のように、それまでの株価上昇をけん引してき

た一部の企業群の株価が何かをきっかけに大幅下落することによる、市場全体の下落、ひいて

は実体景気への波及です。これに関して小規模であればいつ起きても不思議ではないと判断し

ているため、こうした企業のシェアが高い米国ナスダック先物やテクノロジー株シェアの高い

国の先物を売り持ちにするなどの配慮を行なう方針です。 

 

●債券 

金利の大幅上昇さえなければ、インカム収入放棄を意味するゼロデュレーション戦略を正当

化できないものの、上述したように株価下落のきっかけとして第一に金利上昇を想定するた

め、最大限慎重な投資方針、すなわち短めのデュレーションで臨みます。 

また、景気の明確な回復とインフレ率の回復という証拠を得るまで頑なに政策金利を超低位

に据え置く金融政策運営が、効果を発揮する場合に生じやすい現象として順番に、長期金利上

昇による長短金利差の拡大、期待インフレ率の上昇、中期金利の上昇によるイールドカーブの

凸化が挙げられます。ファンドではすでに始めている長期債券を敬遠する戦略やインフレ連動

国債への積極投資に加え、今後は中期年限の債券にも慎重な姿勢を強めていく方針です。 

一方、国債以外への投資では強力な金融緩和を追い風に買い上げられた欧米の事業債にはも

はや期待リターンが低いとの判断から、これらに比べれば上値余地があると考える新興国の国

債に着目しています。 

 

●為替 

2020年後半からジリジリと進んでいる米ドル安が今後も続くことを想定した戦略とする方

針です。 

金利面での優位さがなくなっている米ドルにとって、米国の財政赤字や経常赤字に市場の関

心が向くことは下落助長要因と考えられ、現在の「コロナ禍の非常事態」が正常化に向かう過

程のいずれかでこれが現実化すると判断しています。 

加えて、世界の景気循環が回復から成長に向かう局面では、投資マネーが米ドルから他通貨

にシフトしやすいという検証も、米ドル安を想定する重要な根拠です。対して、新興国通貨や

資源国通貨などを中心に買い持ちたいものの、積極的な株式投資を考え合わせるとこれは必ず
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しも合理的ではないと考え、ユーロや日本円など主要先進国通貨のいくつかも買い持ちとする

方針です。 

 

●オルタナティブ 

先の「コロナショック」からの価格回復が株式に比べて遅れている国際商品価格も、今後は

その差を埋めるように回復が明確となると考えています。これまで差が生じてきたのは金融緩

和の効果が及びやすい株式と、実体景気の回復と歩調を合わせやすい商品の特性によるもの

で、これはこれまでも景気後退後に観察された現象です。上述した世界景気に関する想定や、

主要需要国の中国が先進国にやや先駆けて景気回復を始めていることを踏まえると、エネル

ギーや工業用金属関連の商品は有望とみられ、この価格に連動するETFへは積極的な投資を心

がける方針です。 

 

［世界分散投資戦略ファンド］ 

主要投資対象である［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］受益証券

の組み入れを高位に維持することによって、基準価額の向上に努めます。 

 

引き続き、当ファンドをご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2020年７月22日～2021年１月21日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 127  1.026  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 62)  (0.499)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 62)  (0.499)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  3)  (0.028)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 3   0.020   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.003)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  2)  (0.018)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 3   0.023   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  0)  (0.004)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  2)  (0.018)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 133   1.069    

期中の平均基準価額は、12,421円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2020年７月22日～2021年１月21日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 504,568 761,100 433,836 652,500 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年７月22日～2021年１月21日) 

 

＜世界分散投資戦略ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式先物取引 4,904 240 4.9 5,004 252 5.0 

債券先物取引 7,602 912 12.0 7,514 759 10.1 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 745千円 
うち利害関係人への支払額（B） 24千円 

（B）／（A） 3.3％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2021年１月21日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 2,393,918 2,464,650 3,894,147 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2021年１月21日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 3,894,147 98.3 

コール・ローン等、その他 67,087 1.7 

投資信託財産総額 3,961,234 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（2,246,155千円）の投資信託財産総

額（3,935,631千円）に対する比率は57.1％です。 

＊外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝103.61円、１カナダドル＝

82.06円、１英ポンド＝141.61円、１スイスフラン＝116.48円、１スウェーデンクローナ＝12.41円、１ノルウェークローネ＝12.22円、１ユー

ロ＝125.50円、１ズロチ＝27.69円、１香港ドル＝13.37円、１シンガポールドル＝78.17円、１豪ドル＝80.33円、１メキシコペソ＝5.29円。

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2021年１月21日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,961,234,570   

 コール・ローン等 67,086,888   

 野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド(評価額) 3,894,147,682   

(B) 負債 47,067,318   

 未払収益分配金 3,020,495   

 未払解約金 6,514,087   

 未払信託報酬 37,471,995   

 未払利息 38   

 その他未払費用 60,703   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,914,167,252   

 元本 3,020,495,243   

 次期繰越損益金 893,672,009   

(D) 受益権総口数 3,020,495,243口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,959円 
 

（注）期首元本額は 2,891,931,869 円、期中追加設定元本額は

911,936,993円、期中一部解約元本額は783,373,619円、１口当た

り純資産額は1.2959円です。 
 

○損益の状況 (2020年７月22日～2021年１月21日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      4,648   

 支払利息 △      4,648   

(B) 有価証券売買損益 259,329,595   

 売買益 282,389,932   

 売買損 △ 23,060,337   

(C) 信託報酬等 △ 37,532,698   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 221,792,249   

(E) 前期繰越損益金 257,489,858   

(F) 追加信託差損益金 417,410,397   

 (配当等相当額) (  371,828,804)  

 (売買損益相当額) (   45,581,593)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 896,692,504   

(H) 収益分配金 △  3,020,495   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 893,672,009   

 追加信託差損益金 417,410,397   

 (配当等相当額) (  372,501,319)  

 (売買損益相当額) (   44,909,078)  

 分配準備積立金 476,261,612   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2020年７月22日～2021年１月21日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2020年７月22日～ 
2021年１月21日 

a. 配当等収益(経費控除後) 10,538,236円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 211,254,013円 

c. 信託約款に定める収益調整金 417,410,397円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 257,489,858円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 896,692,504円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,968円 

g. 分配金 3,020,495円 

h. 分配金(１万口当たり) 10円 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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＜お申し込み時の留意点＞

販売会社の営業日であってもお申し込みの受付ができない日（以下 ｢申込不可日｣ といいます。）が
あります。
お申し込みの際には、これらの申込不可日に該当する日をご確認のうえ、お申し込みいただきますよ
うよろしくお願いいたします。

（2021年1月21日現在）
年　月 日
2021年１月 －

２月 15
３月 －
４月 ２、５
５月 31
６月 －
７月 ５
８月 30
９月 ６
10月 11
11月 11、25
12月 24、27、28

※2021年12月までに該当する「申込不可日」を現時点で認識しうる情報をもとに作成しておりますが、諸事情等により
突然変更される場合があります。
したがって、お申し込みにあたってはその点についても十分ご留意下さい。また、諸事情等による申込不可日の変更は、
販売会社に連絡いたしますので、お問い合わせ下さい。
なお、弊社ホームページ（http://www.nomura-am.co.jp/）にも掲載いたしております。
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